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Ｊ Ａ テ ラ ル 越 前

奥越農林総合事務所
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１
・
今
後
の
気
象
予
想

(

新
潟
地
方
気
象
台)

北
陸
地
方

１
か
月
予
報

〈�

月
��
日
か
ら�

月
��
日
ま
で
の
天
候
見
通
し
〉

〈向こう１か月の気温・降水量・日照時間の各階級の確率 (％)〉

【気 温】

【降 水 量】

【日照時間】

低い (少ない) 平年並 高い (多い)

北陸地方

北陸地方

北陸地方

〈気温経過の各階級の確率 (％)〉

【� 週 目】

【� 週 目】

低い 平年並 高い

北陸地方

北陸地方

向
こ
う
１
か
月
の
出
現
の
可
能
性
が
最
も
大
き
い
天
候
と

特
徴
の
あ
る
気
温
、
降
水
量
等
の
確
率
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

平
年
と
同
様
に
曇
り
や
雨
の
日
が
多
い
で
し
ょ
う
。

向
こ
う
１
か
月
の
気
温
は
平
年
並
ま
た
は
高
い
確
率
と
も

に
40
％
で
す
。

週
別
の
気
温
は
、
１
週
目
は
平
年
並
の
確
率
50
％
、
2
週

目
は
高
い
確
率
50
％
で
す
。

予想される
向こう１か月の
天 候

�� ����

����

�� ����【�～�週目】北陸地方

��

今
月
の
ポ
イ
ン
ト

★
穂
肥
の
適
期
施
用
で

グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
米

★
間
断
通
水
の
徹
底

★
水
稲
の
病
害
虫
防
除
の
徹
底

(

イ
モ
チ
、モ
ン
ガ
レ
、イ
ネ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
、カ
メ
ム
シ)

★
里
芋
の
土
寄
せ
と
子
ズ
イ
キ
刈
り

★
ナ
ス
の
整
枝
せ
ん
定

★
ネ
ギ
の
土
寄
せ
と
防
除

★
キ
ク
の
収
穫

★
シ
ン
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
の
収
穫

���
���
���
���
���
���
���
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� か 月：�月��日 (土) ～�月��日 (日)
� 週 目：�月��日 (土) ～�月�日 (金)
� 週 目：�月�日 (土) ～�月��日 (金)
�～�週目：�月��日 (土) ～�月��日 (金)

〈予報の対象期間〉

�か月【北陸地方】 �� �� ��

〈向こう�か月の気温､ 降水量の各階級の確率 (％)〉

低い (少ない) 平年並 高い (多い)

�か月【北陸地方】 �� �� ��

� 月

� 月

� 月

��

��

��

��

��

��

� 月

� 月

� 月

【降 水 量】

【気 温】

向
こ
う�

か
月
の
出
現
の
可
能
性
が
最
も
大
き

い
天
候
と
特
徴
の
あ
る
気
温
、
降
水
量
等
の
確
率

は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

こ
の
期
間
の
平
均
気
温
は
平
年
並
ま
た
は
高
い

確
率
と
も
に
��
％
で
す
。

【�

月
】

平
年
と
同
様
に
曇
り
や
雨
の
日
が
多
い
で
し
ょ
う
。

【�

月
】

平
年
と
同
様
に
晴
れ
の
日
が
多
い
で
し
ょ
う
。

気
温
は
平
年
並
ま
た
は
高
い
確
率
と
も
に
��
％

で
す
。

【�

月
】

平
年
に
比
べ
晴
れ
の
日
が

多
い
で
し
ょ
う
。

気
温
は
高
い
確
率
��
％
で
す
。

〈
予
想
さ
れ
る
向
こ
う�

か
月
の
天
候
〉

北
陸
地
方�

か
月
予
報

〈�

月
か
ら�

月
ま
で
の
天
候
見
通
し
〉

�� �� ��

�� �� ��

�� �� ��

�� �� ��



こ
れ
か
ら
は
、
体
づ
く
り
か
ら
穂
づ

く
り
の
大
切
な
時
期
で
す
。

穂
肥
の
施
用
時
期
に
つ
い
て
は
、
田

植
え
時
期
に
よ
っ
て
生
育
差
が
あ
り
ま

す
の
で
、
必
ず
幼
穂
を
確
認
し
て
か
ら

施
肥
し
て
く
だ
さ
い
。

倒
伏
軽
減
剤

過
剰
生
育
圃
場
で
は
、
倒
伏
軽
減
剤

の
使
用
を
考
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
使
用
に
あ
た
っ
て
は
、
各
支

店
の
営
農
指
導
員
・
普
及
員
に
ご
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

水
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

○
幼
穂
形
成
期
以
降
は
、
間
断
通
水
に

努
め
る
。

特
に
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
大
粒
化
対
策

の�

つ
は
、
土
壌
水
分
を
保
ち
肥
効

を
維
持
す
る
こ
と
で
す
。

○
お
く
ほ
ま
れ
・
五
百
万
石
は
、
幼
穂

形
成
期
間

(

特
に�

月
中
旬)

の
低

温
の
日
は
、
不
稔
を
防
ぐ
た
め
湛
水

し
、
保
温
す
る
。

○
フ
エ
ー
ン
現
象
が
予
想
さ
れ
る
日
は

湛
水
し
、
稲
体
の
蒸
散
を
防
ぐ
。

○
刈
り
取
り�

日
前
ま
で
は
落
水
し
な

い
。

穂

肥

時
期
を
逃
さ
ず
、�

回
で
止
め
る
。

穂
肥
の
施
用
時
期
・
施
用
量
は
、
食

味
に
大
き
く
関
与
し
ま
す
の
で
、
基
本

技
術
を
厳
守
し
、
食
味
の
安
定
向
上
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

た
だ
し
、
葉
色
が
薄
く
、
地
力
が
な

い
一
括
側
条
施
肥
圃
場
で
は
、�

回
目

の
穂
肥
期
に

｢

テ
ラ
ル
の
お
い
さ
ん｣

��
ａ
当
り
約�

〜�

㎏
程
度
施
用
す
る
。

(

地
力
や
気
象
等
十
分
加
味)

【
施
用
時
期
】

○
早

生

第�

回
目
の
穂
肥
を
施
用
し
て
か
ら

�

週
間
後
に
、
第�

回
目
を
施
用
し
て

く
だ
さ
い
。

○
コ
シ
ヒ
カ
リ

第�

回
目
の
施
用
時
期
は
、�

月
中

旬
の
見
込
み
で
す
が
、
各
支
店
で
の
作

見
会
、
営
農
特
報
を
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。

特
に
、
倒
伏
防
止
や
圃
場
毎
に
生
育

が
異
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
幼
穂
長
��

㎜
を
確
認
し
、
施
用
し
て
く
だ
さ
い
。
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水

稲

�
、
農
作
物
対
策

奥越産米の
グレードアップは､
これからが本番！

食味､ 品質を高めて､
『売れる米』 を
作りましょう!!



害虫予防は、畦畔の除草から 
　一斉防除日の営農特報を参照してください。 

必ず、2回防除をお願いします。 

（斑点米多発地は3回防除を実施してください） 

○紋　枯　病 

紋枯病は、毎年同じ所に発生しやすく、昨年発生した
圃場では注意して見回り、初発を見たら薬剤を株元に
吹き付けるように散布してください。 
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斑点米の多発地域は�回防除を実施してください｡

�回目 出穂直前 ビームキラップジョーカーＤＬ粉剤

�回目 穂 揃 期 アルバリン粒剤またはＤＬ粉剤

�回目 傾 穂 期 カスエルバッサ粉ＤＬ粉剤

(アルバリン粒剤 [カメムシ専用] は水を張って散布してください)

[1回目は穂が出る直前に散布]

一斉防除の�回防除体系 [通常]

�回目 穂 揃 期 ビームキラップジョーカーＤＬ粉剤

�回目 傾 穂 期 カスエルバッサ粉ＤＬ粉剤

一斉防除について



�

、
水
管
理

根
の
健
全
な
生
育
を
進
め
る
た
め
、

排
水
対
策
を
徹
底
す
る
。

晴
天
続
き
の
時
は
、�

〜�
日
お
き

に
夕
方
の
地
温
が
下
が
っ
た
時
に
、
畝

間
灌
水
を
行
い
翌
朝
に
は
排
水
を
行
う
。

(

長
時
間
の
滞
水
は
さ
せ
な
い
こ
と)

�

、
子
ズ
イ
キ
の

刈
り
込
み
と
土
寄
せ

�

月
上
旬(

本
葉�

枚
以
降)

よ
り
、

子
芋
の
栄
養
成
長
が
盛
ん
に
な
り
、
子

ズ
イ
キ
が
発
生
す
る
。
放
置
し
て
お
く

と
子
ガ
シ
ラ
に
な
り
品
質
が
お
ち
る
の

で
、�

〜�

葉
期
ま
で
に
必
ず
刈
り
込

み
を
行
う
。

ま
た
、
こ
の
頃
よ
り
親
芋
の
肥
大
が

盛
ん
に
な
り
、
子
芋
の
形
成
が
始
ま
る

た
め
、
浅
植
え
の
と
こ
ろ
は
日
焼
け
芋

な
ど
品
質
が
悪
く
な
る
の
で
、
株
元
を

中
心
に
土
寄
せ
を
行
う
。

�

、
害
虫
防
除

�

、
誘

引

・
誘
引
方
法
は

｢

縦
糸
誘
引｣

と
し
、

合
掌
上
段
の
直
管
パ
イ
プ
に
��
〜
��

㎝
で
、
等
間
隔
に
ビ
ニ
ー
ル
紐

(

白

糸
系
統
が
望
ま
し
い)

を
結
び
、
下

段
の
直
管
パ
イ
プ
ま
で
引
き
結
ぶ
。

こ
の
ビ
ニ
ー
ル
紐
に�

本
の
主
枝
が

伸
び
て
き
た
ら
、
随
時
ビ
ニ
ー
ル
紐

に
結
ん
で
い
く
。
こ
の
時

｢

テ
ー
プ

ラ
ー｣

を
使
用
す
る
と
作
業
が
簡
易

に
な
る
。

�

、
追

肥

・
最
初
の
追
肥
は
、
収
穫
始
め
と
同
時

に
施
用
す
る
。
追
肥
は
生
育
を
見
て

行
う
が
、
原
則
と
し
て
追
肥
開
始
〜

�

月
中
旬
ま
で
は
��
日
間
隔
、�

月

下
旬
〜�

月
末
ま
で
は�

日
間
隔
と

す
る
。

・
苦
土
欠
乏
に
な
る
と
花
が
不
良
に
な

る
の
で
、
��
日
置
き
に
サ
ン
メ
イ
ト

を
施
用
す
る
。

�

、
敷
き
ワ
ラ

・
梅
雨
明
け
の
高
温
期
に
は
根
が
弱
る

の
で
、
マ
ル
チ
下
ま
た
は
上
に
ワ
ラ

や
カ
ヤ
な
ど
を
敷
く
。

尚
、
完
熟
堆
肥
を
マ
ル
チ
下
に
敷
く

方
法
も
根
を
高
温
か
ら
保
護
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

�

、
灌
排
水

・
土
壌
水
分
を
一
定
に
保
つ
こ
と
で
根

の
活
力
が
維
持
さ
れ
る
。

・
土
壌
を
湿
っ
た
状
態
に
保
つ
た
め
に

高
温
、
乾
燥
期
に
は
夕
方
に
灌
水
し
、

早
朝
に
落
水
す
る
。
梅
雨
、
豪
雨
の

時
は
、
た
ま
り
水
の
な
い
よ
う
に
排

水
に
努
め
る
。
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里

芋

ナ

ス

害 虫 名 薬 剤 名 使用濃度 10a当り使用量

ヨトウムシ類 エルサン粉剤２ ３kg

ハ ダ ニ ニッソランＶ乳剤 1,000～1,500倍



病 害 虫 名 薬 剤 名 使用濃度 10ａ当り使用量 使用時期(収穫) 使用回数

ハ ダ ニ ピ ラ ニ カ Ｅ Ｗ 2,000倍 150～200� 前日まで 1

ハスモンヨトウ マトリックフロアブル 2,000倍 150～200� 前日まで 3

カ メ ム シ 類 マ ラ ソ ン 粉 剤 ３ ― ３kg 前日まで 6

灰 色 カ ビ 病 セイビアーフロアブル20 1,000倍 150～200� 前日まで 3

う ど ん こ 病 ベ ル ク ー ト 水 3,000倍 150～200� 前日まで 3

病 害 虫 名 薬 剤 名 使用濃度 10ａ当り使用量 使用時期(収穫) 使用回数

黒 斑 病 ロ ブ ラ ー ル 水 1,000～1,500倍 100～150� 14 3

さ び 病 ラ リ ー 水 2,000倍 100～150� 7 3

軟 腐 病 バイオキーパー水和剤 1,000～1,500倍 150～300�
発病前～
発病初期 ５

ア ザ ミ ウ マ 類
ネ ギ コ ガ アグロスリン乳 2,000倍 100～150� 7 5

ネ ギ ア ザ ミ ウ マ アルバリン顆粒水 2,000倍 100～300� 3 2

シロイチモジヨトウ コテツフロアブル 2,000倍 150～300� 7 2

�
、
収

穫

・
収
穫
は
原
則
と
し
て
早
朝
に
行
い
、

���
〜
���
ｇ
を
中
心
に
収
穫
す
る
。

尚
、
収
量
の
多
い
夏
季
は
前
日
の
夕

方
に
収
獲
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ

の
場
合
気
温
が
下
が
っ
た
夕
方�

時

以
降
と
し
、
果
実
の
軸
を
長
め
に
残

す

(

出
荷
調
整
時
に
再
度
適
当
な
長

さ
に
切
る)

と
共
に
果
実
の
上
に
濡

れ
た
布
を
か
け
、
屋
内
の
涼
し
い
場

所
に
保
管
す
る
。

�

、
病
害
虫
防
除

�

、
排
水
対
策

梅
雨
入
り
前
に
排
水
溝
の
再
整
備
を

行
い
、
圃
場
内
の
排
水
性
を
高
め
る
。

(

高
温
時
の
停
滞
水
は
根
腐
れ
や
軟
腐

病
を
多
発
さ
せ
ま
す)

�

、
乾
燥
時
の
灌
水

ネ
ギ
は
比
較
的
乾
燥
に
は
強
い
た
め
、

極
端
な
乾
燥
に
よ
る
生
育
不
良
の
場
合

を
除
い
て
灌
水
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
万
一
、
晴
天
続
き
に
よ
る
乾
燥

で
定
植
株
元
に
強
い
ひ
び
割
れ
が
発
生

す
る
等
、
土
が
極
端
に
乾
燥
し
て
き
た

場
合
で
灌
水
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
は
、
圃
場
内
に
停
滞
水
が
出
な
い
程

度
に
灌
水
す
る
。

た
だ
し
、
灌
水
は
湿
害
に
よ
る
生
育

不
良
、
軟
腐
病
を
誘
発
す
る
恐
れ
も
あ

る
の
で
注
意
す
る
こ
と
。

�

、
病
害
虫
防
除

― 6―

白
ネ
ギ



本
年
も
夏
は
気
温
が
高
く
な
る
と
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
年
は
空

梅
雨
と
予
想
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ダ
ニ
の
発
生
が
早
く
な
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
病
害
虫
防
除
を
徹
底
し
て�

・
��

月
咲
き
の
品
質
向
上
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

�

月
咲
き
の
管
理

○
出
蕾
期
に
入
り
、
中
輪
ギ
ク
で
は
摘

蕾
作
業
を
行
い
ま
す
。
早
め
の
作
業

を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

○
Ｂ
ナ
イ
ン

(

ホ
ル
モ
ン
剤
・
伸
張
抑

制
・
���
〜
�,���
倍)

は
、
最
も
早
い
蕾

が
確
認
で
き
た
時
と
摘
蕾
時
に
１
回

ず
つ
散
布
し
ま
す
。

�

月
咲
き
の
管
理

○
病
害
虫
防
除
の
徹
底
に
努
め
ま
す
。

�
月
咲
き
の
管
理

○
ピ
ン
チ
後
、
20
日
程
度
で
草
丈
が
５

㎝
以
上
に
な
り
ま
す
。
１
株
３
本
前

後
で
、
す
ぐ
り

(

間
引
き)

を
行
い

ま
す
。

○
す
ぐ
り
後
は
株
張
り
が
十
分
で
は
な

い
の
で
、
雨
風
な
ど
で
倒
れ
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
早
め
に
ネ
ッ
ト
を
上

げ
て
く
だ
さ
い
。

病
害
虫
防
除

既
に
一
部
の
圃
場
で
は
、
ダ
ニ
の
発

生
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

○
ダ

ニ

ハ
ダ
ニ
類
は
、
25
〜
28
℃
く
ら
い
の

温
度
で
乾
燥
し
た
状
態
で
あ
る
と
、
繁

殖
し
出
し
ま
す
。

多
発
す
る
と
防
除
が
困
難
に
な
る
の

で
、
早
期
発
見
に
努
め
て
寄
生
密
度
の

低
い
間
に
防
除
し
ま
す
。(

目
安
を
25

℃
と
す
る)

か
け
む
ら
の
な
い
よ
う
、
吹
き
上
げ

で
丁
寧
に
散
布
し
ま
す
。

ダ
ニ
は
抵
抗
性
を
つ
き
や
す
い
の
で
、

異
な
る
系
統
の
農
薬
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
散
布
し
ま
す
。

【
主
な
使
用
農
薬
】

オ
サ
ダ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル･

テ
デ
オ
ン

乳
剤
・
ダ
ニ
カ
ッ
ト
乳
剤
・
ピ
ラ
ニ
カ

Ｅ
Ｗ

※
カ
ネ
マ
イ
ト
フ
ロ
ア
ブ
ル

(

出
蕾
時

に
散
布
す
る
と
薬
害
の
恐
れ
あ
り)

○
白
さ
び
・
黒
斑
褐
斑

灰
色
カ
ビ
病

【
主
な
使
用
農
薬
】

ジ
マ
ン
ダ
イ
セ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
・
ダ

コ
ニ
ー
ル
1,000
・
ベ
ン
レ
ー
ト
水
和
剤
な
ど

○
ス
リ
ッ
プ
ス

(

ア
ザ
ミ
ウ
マ
類)

蕾
の
中
に
ス
リ
ッ
プ
ス
な
ど
が
入
り

ま
す
と
防
除
が
困
難
に
な
り
品
質
が
低

下
し
ま
す
の
で
、
開
花
の
早
い
品
種
か

ら
防
除
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

【
主
な
使
用
農
薬
】

ジ
ェ
イ
エ
ー
ス
水
溶
剤･

ハ
チ
ハ
チ

乳
剤･

コ
テ
ツ
フ
ロ
ア
ブ
ル
・
テ
ル
ス

タ
ー
フ
ロ
ア
ブ
ル

○
７
月
の
作
業
は
、
挿
し
芽
・
圃
場
の

準
備
・
定
植
を
行
い
ま
す
。
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キ

ク

ス
プ
レ
ー
ギ
ク

花

卉



○
草
丈
が
20
㎝
ま
で
は
液
肥(

Ｏ
Ｋ
Ｆ－

１
・
500
〜
1,000
倍)
を
１
週
間
に
１
度

程
度
施
用
し
ま
す
。

○
抽
台
以
降
は
、
灌
水
は
行
わ
ず
、
極

端
に
乾
燥
し
た
場
合
は
適
宜
灌
水
を

行
う
。

病
害
虫
防
除

○
葉

枯

病

葉
枯
病
が
発
生
す
る
と
農
薬
を
散
布

し
て
も
病
気
を
抑
え
に
く
い
の
で
、
予

防
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

【
主
な
使
用
農
薬
】

ダ
コ
ニ
ー
ル
1,000
・
フ
ロ
ン
サ
イ
ド
水

和
剤
・
フ
ル
ピ
カ
フ
ロ
ア
ブ
ル
・
ト
ッ

プ
ジ
ン
Ｍ
水
和
剤

○
ア
ブ
ラ
ム
シ

【
主
な
使
用
農
薬
】

ジ
ェ
イ
エ
ー
ス
水
溶
剤
・
ト
レ
ボ
ン

乳
剤
・
ア
ド
マ
イ
ヤ
ー
フ
ロ
ア
ブ
ル
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